最小 人間の 怪 

< 類の あと を 継ぐ もの —— 

海 野 十三 



この 秘話 をして くれた N 博士 も、 先々 月 この 世 を 

去った。 今 は、 博士の 許可 を 得る ことなしに、 ちょつ 

ぴ り 書き 綴る わけ だが、 N 博士の 霊魂なる ものが あら 

ば、 にがい 顔 をす るか もしれ ない。 

以下 は、 N 博士の 物語る ところ だ。 

私 は 大正 十五 年 十二月 二十 六日の 昼間、 霧 島の 山中 

において、 前代未聞の 妖怪に 出会った。 

当時 私 は、 冬山に おける 動物の 生態 研究 をつ づけて 

いたの だ。 

私 は キャンプ を 張り、 幾 週間 も 山中で 起き伏し てい 

さ こり 

た。 あたり はかなり 深い 山懐で、 木 樵 も 見かけず、 獵 
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